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１　本稿の目的と分析の枠組み
（1）家族との夕食回数に注目する理由
　働き方改革は生活改革と表裏の関係にある。特
に育児期の男性については、女性の就業促進や少
子化抑制等の観点から、育児・家事の面での生活
改革が期待される一方で、働き方改革の不十分さ、
労働時間の長さゆえにそうした期待に応えられて
いない現状がある。
　生活の実態をみる上で、家族と夕食を共にして
いる回数は一つのメルクマールになる。農林水
産省が 2016年に実施した「食育に関する意識調
査」１）によると、家族と夕食を食べる頻度は「ほ
とんど毎日」が 66.5％を占め、次に「週に 2～ 3
回」（12.8％）、「週に 4～ 5回」（11.0％）、「ほと
んどない」（5.5％）が続いている。一方、男性の
なかでも育児期に重なる 30代、40代は、「ほと
んど毎日」が各 44.2％、41.4％と全体を大きく下
回る２）。
　また、NHK が 2016年に実施した「食生活に
関する世論調査」３）で「家族そろって夕食をと
りたいか」とたずねた結果をみると、「できるだ
け毎日、そろってとりたい」は家族との同居者
の 6割にのぼり、未就学児がいる者に限定すると
76％とさらに高くなっている４）。
　一方、子ども（4歳児）の夕食時間を調べた厚
生労働省「第 5回出生児縦断調査」５）の結果を
みると、「午後 6時台」が 45.2％、「午後 7時台」
が 39.7％と上位 2位で、あわせて 8割以上を占め
ている。つまり、残業を前提にする限り、家族の
中でもとりわけ未就学児と平日に夕食を共にする
のは、相当難しい現状にあるといえる。
　家族と夕食を共にすることは、家族とのコミュ
ニケーションの円滑化のみならず、家事の省力化
や育児・家事の分担にもつながる。未就学児がい
る家庭では育児・家事ともに負担が特に大きく、
それが母親に偏っている現状がある６）。父親が夕
食時間にあわせて帰宅できれば、夕食の準備・片
付けが 1回で完了し、夕食の片付けや夕食後に予
定される育児（入浴や寝かしつけ等）を父親が分
担することも可能となる。
　では、父親が特に平日に、家族と夕食を共にで
きるようにするためにはどうすれば良いのだろう
か。本稿では、未就学児と同居しながら働く父親
に焦点を当て、どのような父親が家族と夕食を食
べているのかを明らかにすることを通じて、父親
が家族と夕食を共にできるようになるための手が
かりをみつけることとしたい７）。
（2）使用するデータと本稿の構成
　分析に使用するデータは電機連合が 2017年 5
～ 6月にかけて組合員 10,086名および管理職 605
名を対象として実施した「『ライフキャリア』に
関するアンケート」である。電機連合傘下の各企
業別組合を経由して、調査票の配布・回収が行わ
れた８）。有効回答は組合員 8,399名（有効回答率
83.3％）、管理職 547名（同 90.4％）の計 8,946名
である。
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　本稿では、家族との夕食回数の現状を概観した
うえで、まず、夕食回数と退社時間・帰宅時間等
との関係、つまり何時に帰れば家族と夕食を共に
できるのかについて考える。次に、家族との夕食
回数別に、仕事と仕事以外の時間配分への満足度
や「けじめ」意識、休暇取得や働き方の現状、勤
務先の特徴や本人の属性・評価をみることを通じ
て、家族と夕食を共にする父親の特徴を浮き彫り
にしていきたい。さらに、夕食回数を被説明変数
とする重回帰分析により、夕食回数の規定要因に
ついて検討したい。
（3）家族との夕食回数の現状
　調査では、「あなたは、家族と一緒に夕食をと
る日が 1ヵ月に何日くらいありますか。ここ 1年
の平均的な月をイメージしてご記入ください。」と
たずねているので、この回答結果をもとに家族と
の夕食回数をみていくこととしたい（表1）。なお、
調査では夕食回数を選択肢でたずねていることか
ら、数値データとして分析する場合には、「まった
くない」を 0回、「月 1～ 2回」を 1.5回、「月 3～
4回」を3.5回、「月5～ 9回」を7回、「月10～ 14回」
を12回、「月15～ 19回」を17回、「月20回以上」
を25回として作成した新しい変数を使用する。
　全体では「月 20回以上」（22.9％）、「まったく
ない」（20.3％）、「月 5～ 9回」（19.1％）が僅差
で上位 3位となっており、平均値は 10.7回である。
無業者やあらゆる就業形態の 20歳以上を対象と
し、男性より女性の回答者のほうが多い前述の農
林水産省の調査に比べて、家族との夕食回数が少
ないことに留意する必要がある。これは、分析に
使用した調査が「組合員と管理職」を対象として
おり正社員が大部分を占めること、回答者に占め
る女性の構成比が少ないこと（男性が 7,194件、
女性が 1,737件）が影響していると考えられる。
　家族との夕食回数を男女別にみると、女性は
「月 20回以上」が 36.8％にのぼり、平均値も 13.3
回となっている。同居家族タイプ別にみると、
「いない（単身赴任を含む）」では「まったくな
い」が 67.9％を占め、平均値は 1.5回となってい
る。これ以外の同居家族タイプで平均値を比較す
ると、「配偶者（配偶者と親・その他を含む）」が
16.5回と最も多い。逆に「親・その他」（12.9回）、
「配偶者と子ども」（13.6回）が少なくなっている。
　子どもと同居していない「配偶者」で夕食回数
が多いのは、大人同士であることから、夕食の時
間帯や場所を柔軟に設定しやすいためではないか
と考えられる。逆に「親・その他」で夕食回数が
少ないのは、同居家族以外のネットワークを形成
しようとしている独身者の影響もあると推測され
る。
　育児・家事の負担が大きく、その多くを母親が
担っている家庭において、家族と夕食を共にした
いという父親の希望を実現するためにはどうすれ
ばよいのかという点が、本稿の一番の問題意識で
ある。そういう意味で、「配偶者と子ども」の夕食
回数の少なさが気にかかるところである。そこで
さらに、未就学児および配偶者と同居している父
親（1,560件）に絞って、家族との夕食回数をみて
みると、平均値は「親・その他」よりさらに低い
12.4回にとどまっている。同居家族に未就学児が
いると、夕食の時間帯が早く、場所も自宅もしく
は自宅付近に限定されがちであることから、平日
に父親が家族と夕食を共にするハードルがより高
くなっていることが懸念される。
　2以降では、未就学児および配偶者と同居して
いる父親に焦点を当てて、夕食回数と各種時間の
関係や、夕食回数による相違・特徴を詳らかにし
ていきたい。
２	 家族と夕食を共にしている父親の
特徴
（1）夕食回数と退社時間・帰宅時間等との関係
　①出・退社時刻等の現状
　まず、未就学児および配偶者と同居している父
親について、自宅を出る時刻、出社時刻、退社時刻、
帰宅時刻等の分布をみておきたい（表 2）。これ
らの時刻については、「平均的な出勤日の 1日の
状況を 24時間法で」たずねている（交代勤務の
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場合は昼勤のケース）。
　自宅を出る時刻は「7時半～ 8時前」（29.5％）、「7
時～ 7時半前」（29.0％）、「8時～ 8時半前」（19.1％）
が上位 3位となっている。
　出社時刻は「8時～8時半前」が37.4％と最も高く、
次に「8時半～9時前」（27.6％）が続いている。 
　退社時刻は「19時～ 20時前」（27.8％）、「20
時～ 21時前」（26.5％）が上位 2位に並んでいる。
タイトル（柱） 
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 表 1 家族と一緒に夕食をとる回数（1 カ月当たり） 
注 1．同居家族については、一緒に住んでいる家族を複数回答でたずねた結果をもとに以下のように分類した。 
① いない（単身赴任を含む）：「いない（単身赴任を含む）」を選択した者 
② 親・その他：「親」「その他」のいずれかのみを選択した者 
③ 配偶者（配偶者と親・その他を含む）：「配偶者」のみ、あるいは「配偶者」と「親」もしくは「その他」を
選択した者 
④ 配偶者と子ども：「配偶者」と「子ども（未就学）」「子ども（小中高）」「子ども（大学・専門学校など）」「子
ども（社会人など）」のいずれかを選択し、「親」も「その他」も選択しなかった者 
⑤ 配偶者と子どもと親・その他：「配偶者」と、「子ども（未就学）」「子ども（小中高）」「子ども（大学・専門
学校など）」「子ども（社会人など）」のいずれかと、「親」もしくは「その他」を選択した者 
⑥ その他のタイプ：上記以外のタイプ 
2．本稿で主な分析対象とする「未就学児および配偶者と同居している父親」は、配偶者と同居しており（同居
家族タイプが「配偶者と子ども」もしくは「配偶者と子どもと親・その他」）、同居末子が未就学の男性を指す。 
（出所）電機連合「『ライフキャリア』に関するアンケート」より。 
 
表 2 出・退社時刻等の現状 
 
（出所）電機連合「『ライフキャリア』に関するアンケート」より。
退社時刻は「19 時～20 時前」（27.8％）、「20
時～21 時前」（26.5％）が上位 2 位に並んでい
る。また、「18 時～19 時前」が 15.8％みられる
一方で、21 時以降もあわせて 2 割弱となってい
る（「21～22 時前」が 12.4％、「22 時以降」が
7.4％）。 
帰宅時刻は「20 時～21 時前」が 28.5％と最も高
く、次に「21 時～22 時前」（21.8％）、「19 時～
（単位：％）
ｎ
（件）
まった
くない
⽉１〜
２回
⽉３〜
４回
⽉５〜
９回
⽉10〜
14回
⽉15〜
19回
⽉20回
以上
無回答 平均値
（回）
計 8946 20.3 6.5 7.1 19.1 15.0 8.1 22.9 0.9 10.7
男性 7194 21.2 6.3 7.1 21.0 16.0 7.9 19.6 0.9 10.1
⼥性 1737 16.8 7.2 6.7 11.5 10.9 9.0 36.8 1.1 13.3
いない（単⾝赴任を含む） 2428 67.9 15.8 6.4 5.1 1.7 0.8 1.4 1.0 1.5
親・その他 992 7.4 6.1 11.6 17.5 16.9 11.7 28.1 0.6 12.9
配偶者（配偶者と親・その他を含む） 1370 1.7 3.0 5.3 16.6 16.9 13.1 42.8 0.6 16.5
配偶者と⼦ども 3397 1.0 1.9 6.9 30.0 22.3 10.1 27.1 0.8 13.6
配偶者と⼦どもと親・その他 441 0.7 1.8 6.3 26.3 22.9 8.8 32.4 0.7 14.6
その他の家族構成 207 1.9 4.8 9.2 17.9 16.9 12.1 35.3 1.9 14.8
うち未就学児及び配偶者と同居している⽗親 1560 0.8 1.3 6.7 35.1 26.6 9.8 19.1 0.6 12.4
同
居
家
族
タ
イ
プ
性
（単位：％）
ｎ
（件）
６時半前 ６時半〜
７時前
７時〜
７時半前
７時半〜
８時前
８時〜
８時半前
８時半以降 無回答
1560 6. 3 11. 2 29. 0 29. 5 19. 1 4. 0 0. 9
ｎ
（件）
７時半前 ７時半〜
８時前
８時〜
８時半前
８時半〜
９時前
９時〜
９時半前
９時半以降 無回答
1560 6. 7 17. 8 37. 4 27. 6 7. 1 2. 6 0. 9
ｎ
（件）
18時前 18時〜
19時前
19時〜
20時前
20時〜
21時前
21時〜
22時前
22時以降 無回答
1560 9. 2 15. 8 27. 8 26. 5 12. 4 7. 4 0. 9
ｎ
（件）
19時前 19時〜
20時前
20時〜
21時前
21時〜
22時前
22時〜
23時前
23時以降 無回答
1560 12. 9 19. 1 28. 5 21. 8 11. 8 5. 0 0. 9
ｎ
（件）
30分未満 30〜
45分未満
45〜
60分未満
60〜
75分未満
75〜
90分未満
90分以上 無回答
1560 19. 3 24. 3 15. 0 20. 5 8. 5 11. 5 0. 9
ｎ
（件）
30分未満 30〜
45分未満
45〜
60分未満
60〜
75分未満
75〜
90分未満
90分以上 無回答
1560 15. 6 28. 4 8. 6 27. 2 4. 4 14. 9 0. 9
退社から
帰宅まで
の時間
⾃宅を
出る時刻
出社時刻
退社時刻
帰宅時刻
朝の通勤
時間
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注 1.  同居家族については、一緒に住んでいる家族を複数回答でたずねた結果をもとに以下のように分類した。
① いない（単身赴任を含む）：「いない（単身赴任を含む）」を選択した者
② 」「その他」のいずれかのみを選択した者
③ 
④ ：「配偶者」と「子ども（未就学）」「子ども（小中高）」「子ども（大学・専門学校など）」「子 も（社
会人など）」のいずれかを選択し、「親」も「その他」も選択しなかった者
⑤ 
学校など）」「子ども（社会人など）」のいずれかと、「親」もしくは「その他」を選択した者
⑥ その他の家族構成：上記以外のタイプ
注 2. 本稿で主な分析対象とする「未就学児および配偶者と同居している父親」は、配偶者と同居しており（同居家族
偶者と子ども」もしくは「配偶者と子どもと親・その他」）、同居末子が未就学の男性を指す。
注 3. ＊＊＊は 1% 水準で有意（カイ 2乗検定）。
（出所）電機連合「『ライフキャリア』に関するアンケート」より。
（出所）電機連合「『ライフキャリア』に関するアンケート」
表 2　出・退社時刻等の現状
表 1　家族と一緒に夕食をとる回数（1ヵ月当 り）
?
?
?
?
?
?
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また、「18時～ 19時前」が 15.8％みられる一方で、
21時以降もあわせて 2割弱となっている（「21時
～ 22時前」が 12.4％、「22時以降」が 7.4％）。
　帰宅時刻は「20時～ 21時前」が 28.5％と最も
高く、次に「21時～ 22時前」（21.8％）、「19時～
20時前」（19.1％）が続いている。未就学児の主
な夕食時間帯である夕方 6時台もしくは 7時台に
帰宅できている「20時前」の割合はあわせて 3割
強である。
　これらの結果をもとに算出した朝の通勤時間、
退社から帰宅までの時間も、参考までに確認して
おきたい。朝の通勤時間、退社から帰宅までの時
間のいずれについても、「30～ 45分」（各24.3％、
28.4％）、「60～ 75分」（各 20.5％、27.2％）が上
位2位で拮抗している。また、朝の通勤時間、退
社から帰宅までの時間ともに、「90分以上」（各
11.5％、14.9％）が1割を超えている点も注目される。
　②各時刻間の関係
　つぎに、自宅を出る時刻別に出社時刻をみると、
「6時半前」に自宅を出る者の 59.2％は「7時半前」
に出社しており、出社時間が早いがゆえに自宅も
早く出ている傾向がみてとれる（表 3）。ただし、
8時以降の出社も、「6時半前」に自宅を出る者の
2割弱におよんでおり、自宅を出る早さが通勤時
間の長さに起因する面も大きいと考えられる。一
方、「8時半以降」に自宅を出る者の 41.9％が「9
時～ 9時半前」に出社しており、職住近接の傾向
がみてとれる。加えて、「9時半以降」の出社も
35.5％にのぼり、遅めの出社が許容されている様
子もうかがえる。
　出社時刻別に退社時刻をみると、「7時半前」
に出社していると「19時～ 20時前」に退社する
割合が 32.7％と全体に比べてやや高いが、顕著
な差とまではいえない（表 4）。早い出社が早い
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20 時前」（19.1％）が続いている。未就学児の主
な夕食時間帯である夕方 6 時台もしくは 7 時台
に帰宅できている「20 時前」の割合はあわせて
3 割強である。 
これらの結果をもとに算出した朝の通勤時間、
退社から帰宅までの時間も、参考までに確認し
ておきたい。朝の通勤時間、退社から帰宅まで
の時間のいずれについても、「30～45 分」（各
24.3％、28.4％）、「60～75 分」（各 20.5％、27.2％）
が上位 2 位で拮抗している。また、朝の通勤時
間、退社から帰宅までの時間ともに、「90 分以
上」（各 11.5％、14.9％）が 1 割を超えている点
も注目される。 
 
②各時刻間の関係 
つぎに、自宅を出る時刻別に出社時刻をみる
と、「6 時半前」に自宅を出る者の 59.2％は「7
時半前」に出社しており、出社時間が早いがゆ
えに自宅も早く出ている傾向がみてとれる（表
3）。ただし、8 時以降の出社も、「6 時半前」に
自宅を出る者の 2 割弱におよんでおり、自宅を
出る早さが通勤時間の長さに起因する面も大き
いと考えられる。一方、「8 時半以降」に自宅を
出る者の 41.9％が「9 時～9 時半前」に出社して
おり、職住近接の傾向がみてとれる。加えて、
「9 時半以降」の出社も 35.5％にのぼり、遅め
の出社が許容されている様子もうかがえる。 
表 3 自宅を出る時刻別 出社時刻 
 
（出所）電機連合「『ライフキャリア』に関するアンケート」より。
 
表 4 出社時刻別 退社時刻 
 
（出所）電機連合「『ライフキャリア』に関するアンケート」より。
 
表 5 退社時刻別 帰宅時刻 
 
（出所）電機連合「『ライフキャリア』に関するアンケート」より。
  
（単位：％）
７時半前 ７時半〜８時前 ８時〜８時半前 ８時半〜９時前 ９時〜９時半前 ９時半以降 無回答
計 1560 6. 7 17. 8 37. 4 27. 6 7. 1 2. 6 0. 9
６時半前 98 59. 2 23. 5 14. 3 3. 1 - - -
６時半〜７時前 175 16. 6 43. 4 30. 3 9. 7 - - -
７時〜７時半前 453 3. 8 30. 7 45. 0 18. 8 1. 8 - -
７時半〜８時前 460 - 8. 7 51. 3 33. 5 5. 7 0. 9 -
８時〜８時半前 298 - - 25. 5 53. 0 16. 8 4. 7 -
８時半以降 62 - - - 22. 6 41. 9 35. 5 -
ｎ
（件）
出社時刻
⾃
宅
を
出
る
時
刻
（単位：％）
18時前 18時〜19時前 19時〜20時前 20時〜21時前 21時〜22時前 22時以降 無回答
計 1560 9. 2 15. 8 27. 8 26. 5 12. 4 7. 4 0. 9
７時半前 104 13. 5 16. 3 32. 7 24. 0 8. 7 4. 8 -
７時半〜８時前 278 18. 3 18. 3 29. 1 19. 8 9. 0 5. 4 -
８時〜８時半前 583 10. 6 16. 1 26. 9 25. 6 15. 1 5. 7 -
８時半〜９時前 431 3. 2 15. 3 30. 2 30. 4 11. 4 9. 5 -
９時〜９時半前 110 - 13. 6 20. 0 41. 8 13. 6 10. 9 -
９時半以降 40 5. 0 10. 0 22. 5 20. 0 17. 5 25. 0 -
出
社
時
刻
ｎ
（件）
退社時刻
（単位：％）
19時前 19時〜20時前 20時〜21時前 21時〜22時前 22時〜23時前 23時以降 無回答
計 1560 12.9 19.1 28.5 21.8 11.8 5.0 0.9
18時前 143 88.8 11.2 - - - - -
18時〜19時前 247 30.0 51.4 17.8 0.8 - - -
19時〜20時前 433 - 35.8 55.0 8.5 0.7 - -
20時〜21時前 414 - - 39.4 53.4 7.0 0.2 -
21時〜22時前 193 - - - 41.5 50.8 7.8 -
22時以降 116 - - - - 46.6 53.4 -
退
社
時
刻
ｎ
（件）
帰宅時刻
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20 時前」（19.1％）が続いている。未就学児の主
な夕食 間帯である夕方 6 時台もしくは 7 時台
に帰宅できている「20 の割合はあわせて
3 割強 ある。 
これらの結果をもとに算出した朝の通勤 間、
退社か 帰宅までの 間も、参考までに確認し
ておきたい。朝の通勤時間 退社から帰宅まで
の時間の ずれについても 「30～45 分」（各
24.3％、28.4％）、「60～75 分」（各 20.5％、27.2％）
が上位 2 位で拮抗している。また、朝の通勤時
、退社から帰宅までの時間ともに、「90 分以
上」（各 11.5％、14.9％）が 1 割を超えている点
も注目される。 
 
②各 刻間の関係 
つぎに、自宅を出る時刻別に出社時刻をみる
と、「6 時半前」に自宅を出る者の 59.2％は「7
時半前」に出社しており、出社時間が早いがゆ
えに自宅も早く出 いる傾向がみてとれる（表
3）。ただし、8 時以降の出社も、「6 時半前」に
自宅を出る者の 2 割弱 およんでおり、自宅を
出る早さが通勤時間の長さに起因する面も大き
いと考えられる。一方、「8 時半以降」に自宅を
出る者の 41.9％が「9 時～9 前」に出社して
おり、職住近接の傾向がみてとれる。加えて、
「9 時半以降」 出社も 35.5％にのぼり 遅め
の出社が許容されている様子もうかがえる。 
表 3 自宅を出る時刻別 出社時刻 
 
（出所）電機連合「『ライフキャリア』に関するアンケート」より。
 
表 4 出社時刻別 退社時刻 
 
（出所）電機連合「『ライフキャリア』に関するアンケート」より。
 
表 5 退社時刻別 帰宅時刻 
 
（出所）電機連合「『ライフキャリア』に関するアンケート」より。
  
（単位：％）
７時半前 ７時半〜８時前 ８時〜８時半前 ８時半〜９時前 ９時〜９時半前 ９時半以降 無回答
計 1560 6. 7 17. 8 37. 4 27. 6 7. 1 2. 6 0. 9
６時半前 98 59. 2 23. 5 14. 3 3. 1 - - -
６時半〜７時前 175 16. 6 43. 4 30. 3 9. 7 - - -
７時〜７時半前 453 3. 8 30. 7 45. 0 18. 8 1. 8 - -
７ 〜８時前 460 - 8. 7 51. 3 33. 5 5. 7 0. 9 -
８ 〜８時半 298 - - 25. 5 53. 0 16. 8 4. 7 -
８ 半以降 62 - - - 22. 6 41. 9 35. 5 -
ｎ
（件）
出社 刻
⾃
宅
を
出
る
時
刻
（単位：％）
18時前 18時〜19時前 19時〜20時前 20時〜21時前 21時〜22時前 22時以降 無回答
計 1560 9. 2 15. 8 27. 8 26. 5 12. 4 7. 4 0. 9
７時半前 104 13. 5 16. 3 32. 7 24. 0 8. 7 4. 8 -
７時半〜８時前 278 18. 3 18. 3 29. 1 19. 8 9. 0 5. 4 -
８時〜８時半前 83 10. 6 6. 1 6. 9 25. 6 15. 1 5. 7 -
８ 〜９時前 431 . 2 5. 0. 2 30. 4 11. 4 9. 5 -
９ 〜９時半 110 - 3. 6 0. 0 41. 8 13. 6 10. 9 -
９ 半以降 40 5. 0 0. 0 2. 5 20. 0 17. 5 25. 0 -
出
社
時
刻
ｎ
（件）
退社時刻
（単位：％）
19時前 19時〜20時前 20時〜21時前 21時〜22時前 22時〜23時前 23時以降 無回答
計 1560 12.9 19.1 28.5 21.8 11.8 5.0 0.9
18時前 143 88.8 11.2 - - - - -
18時〜19時前 247 30.0 51.4 17.8 0.8 - - -
19 〜20時前 433 - 35.8 55.0 8.5 0.7 - -
20 21 414 - - 39.4 53.4 7.0 0.2 -
21 22 193 - - - 41.5 50.8 7.8 -
22 以降 116 - - - - 46.6 53.4 -
退
社
時
刻
ｎ
（件）
帰宅時刻
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20 時前」（19.1％）が続いている。未就学児の主
な夕食時間帯である夕方 6 時台もしくは 7 時台
に帰宅できている「20 時前」の割合はあわせて
3 割強 ある。 
これらの結果をもとに算出した朝の通勤時間、
退社か 帰宅までの時間も、参考までに確認し
ておきたい。朝の通勤時間 退社から帰宅まで
の時間の ずれについて 「30～45 分」（各
24.3％、28.4％）、「60～75 分」（各 2 .5％、27.2％）
が上位 位で拮抗している。また、朝の通勤時
間、退社から帰宅までの時間ともに、「90 分以
上」（各 11.5％、14.9％）が 1 割を超えている点
も注目される。 
 
②各時刻間の関係 
つぎに、自宅を出る時刻別に出社時刻をみる
と、「6 半前」に自宅を出る者の 59.2％は「7
時半前」に出社しており、 社時間が早いがゆ
えに自宅も早く いる傾向がみてとれる（表
3）。ただし、8 時以降の出社も、「6 時半前」に
自宅を出る者の 2 割弱におよんでおり、自宅を
出る早さが通勤 間の長さに起因する面も大き
いと考えられる。一方、「8 時半以降」に自宅を
出る者の 41.9％が「9 時～9 前」に出社して
おり、職住近接の傾向がみてとれる。加えて、
「9 時半以降」の出社も 35.5％にのぼり、遅め
の出社が許容されている様子もうかがえる。 
表 3 自宅を出る時刻別 出社時刻 
 
（出所）電機連合「『ライフキャリア』に関するアンケート」より。
 
表 4 出社時刻別 退社時刻 
 
（出所）電機連合「『ライフキャリア』に関するアンケート」より。
 
表 5 退社時刻別 帰宅時刻 
 
（出所）電機連合「『ライフキャリア』に関するアンケート」より。
  
（単位：％）
７時半前 ７時半〜８時前 ８時〜８時半前 ８時半〜９時前 ９時〜９時半前 ９時半以降 無回答
計 1560 6. 7 17. 8 37. 4 27. 6 7. 1 2. 6 0. 9
６時半前 98 59. 2 23. 5 14. 3 3. 1 - - -
６時半〜７時前 175 16. 6 43. 4 30. 3 9. 7 - - -
７時〜７時半前 453 3. 8 30. 7 45. 0 18. 8 1. 8 - -
７時半〜８時前 460 - 8. 7 51. 3 33. 5 5. 7 0. 9 -
８時〜８時半前 298 - - 25. 5 53. 0 16. 8 4. 7 -
８時半以降 62 - - - 22. 6 41. 9 35. 5 -
ｎ
（件）
出 刻
⾃
宅
を
出
る
時
刻
（単位：％）
18時前 18時〜19時前 19時〜20時前 20時〜21時前 21時〜22時前 22時以降 無回答
計 1560 9. 2 15. 8 27. 8 26. 5 12. 4 7. 4 0. 9
７時半前 104 13. 5 16. 3 32. 7 24. 0 8. 7 4. 8 -
７時半〜８時前 278 18. 3 18. 3 29. 1 19. 8 9. 0 5. 4 -
８時〜８時半前 83 10. 6 16. 1 26. 9 25. 6 15. 1 5. 7 -
８ 〜９時前 431 . 2 15. 3 30. 2 30. 4 11. 4 9. 5 -
９ 〜９時半 110 - 13. 6 20. 0 4 . 8 13. 6 10. 9 -
９ 半以降 40 5. 0 10. 0 22. 5 20. 0 17. 5 25. 0 -
出
社
時
刻
ｎ
（件）
退社時刻
（単位：％）
19時前 19時〜20時前 20時〜21時前 21時〜22時前 22時〜23時前 23時以降 無回答
計 1560 12.9 19.1 28.5 21.8 11.8 5.0 0.9
18時前 143 88.8 11.2 - - - - -
18時〜19時前 247 30.0 51.4 17.8 0.8 - - -
19時〜20時前 433 - 35.8 55.0 8.5 0.7 - -
20時〜21時前 414 - - 39.4 53.4 7.0 0.2 -
21時〜22時前 193 - - - 41.5 50.8 7.8 -
22時以降 116 - - - - 46.6 53.4 -
退
社
時
刻
ｎ
（件）
帰宅時刻
（出所）電機連合「『ライフキャリア』に関するアンケート」より。
（出所）電機連合「『ライフキャリア』に関するアンケート」より。
（出所）電機連合「『ライフキャリア』に関するアンケート」より。
表 4　出社時刻別　退社時刻
表 5　退社時刻別　帰宅時刻
表 3　自宅を出る時刻別　出社時刻
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父親の家族との夕食回数
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①⾃宅を出る時刻別
（回）
12.1 
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②出社時刻別（回）
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14.5 
12.6 
10.8  9.9 
7.8 
0.0
5.0
10.0
15.0
20.0
③退社時刻別（回）
18.8 
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11.8 
10.2 
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20.0
④帰宅時刻別（回）
（出所）電機連合「『ライフキャリア』に関するアンケート」より。
図 1　時刻別にみた家族との夕食回数
退社に必ずしもつながらず、むしろ長時間労働に
なっていることも懸念される。また、「9時半以降」
に出社する者の 4人に 1人は退社時刻が「22時以
降」となっており、出社が遅いと夜型の勤務にな
る傾向がうかがえる。
　退社時刻別に帰宅時刻をみると、「18時前」に
退社している者は「19時前」の帰宅が 88.8％を
占め、「18～ 19時前」に退社している者も「19
～ 20時前」（51.4％）と「19時前」（30.0％）が
あわせて 8割強にのぼる（表 5）。いずれの退社
時刻についても、退社時刻から 1時間以内に帰宅
している割合が大部分を占めており、退社と帰宅
の間に顕著なタイムラグはみてとれない。
　③各時刻と夕食回数の関係
　さらに、自宅を出る時刻、出社時刻、退社時刻、
帰宅時刻別に、家族と夕食を共にしている回数（平
均値）をみてみたい。
　自宅を出る時刻別には、「6時半前」で夕食回数
が 10.8回と、他の時間帯に比べてやや少なくなっ
ている（図 1①）。前述のとおり、「6時半前」に
自宅を出る者は出社も早いが、早い出社が必ずし
も早い退社につながっていないこと、通勤時間が
長い傾向がみられることが、家族と夕食を共にで
きる回数の少なさに影響している可能性がある。
　出社時刻については「9時半以降」での夕食回
数が 10.8回とやや少ない（図 1②）。出社の遅さ
は退社の遅さにつながり、勤務が夜型になってい
る傾向がみられたことと符合する結果である。
　退社時刻別・帰宅時刻別の夕食回数は、時間帯
が 1時間ずれて同じような傾向となっている（図
1③・④）。退社時刻が「18時前」、帰宅時刻が「19
時前」であれば夕食回数は各 19.7回、18.8回と顕
著に多い。退社時刻が「18時～ 19時前」、帰宅
時刻が「19時～ 20時前」でも各 14.5回、14.8回
は家族と夕食を共にできている。一方、夕食回数
は退社時刻が「20時～ 21時前」、帰宅時刻が「21
時～ 22時前」になると各 10.8回、10.2回にまで
低下し、21時以降の退社、22時以降の帰宅では
さらに低下して 10回を切っている。
　週休 2日制で祝祭日を含む休みの日はすべて家
族と夕食を共にし、平日は一切家族と夕食をとら
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ないとすれば、家族との夕食回数はおよそ月 10
回程度になる。休みの日に加えて、週 1日だけ平
日に家族と夕食を共にする場合には、夕食回数は
およそ 15回程度になる。前述の分析結果を踏ま
えると、およそ 15回の夕食回数を確保しようと
すれば、退社時刻は 19時前、帰宅時刻は 20時前
がタイムリミットになる９）。
 
（2）夕食回数別にみた父親の特徴
　ここでは、未就学児および配偶者と同居してい
る父親を、夕食回数によって 3つに区分し、その
区分別の特徴をみていくこととしたい。区分の設
定においては、休みの日以外はほぼ夕食を共にで
きていないであろう「10回」と、休みの日に加
えて週 1日程度は平日に家族と夕食を共にできて
いると想定される「15回」を境界とした。
　分析結果は、仕事と仕事以外の時間配分への満
足度や「けじめ」意識、休暇取得や働き方の現状、
勤務先の特徴や本人の属性・評価の順に述べる。
　①仕事と仕事以外の時間配分への満足度や「け
じめ」意識
　夕食回数 15回以上の父親は、仕事をする時間
とそれ以外の生活時間の「時間配分」の現状に対
する満足度が圧倒的に高い（表 6）。＜満足して
いる＞（「満足している」＋「どちらかといえば
満足している」）とする割合は 15回以上の 53.9％
と過半数を占め、10回未満を 25.3ポイント上回っ
ている。
　平日における 1日の家事・育児・介護時間をみ
ても、15回以上は「1～ 2時間未満」が 34.4％と
最も高く、他の区分に比べて長い傾向がみてとれ
る。一方、10回未満は「30分未満」（28.2％）、「30
分～ 1時間未満」（27.2％）が上位 2位で拮抗して
表６
家族との⼣⾷回数
（単位：％）
計 10回未満 10〜15回
未満
15回以上
1560 685 415 451
100.0 100.0 100.0 100.0
満⾜している 10.8 6.6 11.1 17.3 10.7
どちらかといえば満⾜している 28.1 22.0 29.4 36.6 14.6
どちらともいえない 21.3 21.3 21.4 20.8 -0.5
どちらかといえば不満である 23.8 29.2 23.6 16.4 -12.8
不満である 15.6 20.9 14.5 8.9 -12.0
無回答 0.4 0.0 0.0 0.0 0.0
満⾜している 38.9 28.6 40.5 53.9 25.3
どちらともいえない 21.3 21.3 21.4 20.8 -0.5
不満である 39.4 50.1 38.1 25.3 -24.8
無回答 0.4 0.0 0.0 0.0 0.0
まったく使っていない 10.0 16.4 7.5 2.9 -13.5
30分未満 21.3 28.2 19.3 12.9 -15.3
30分〜１時間未満 26.8 27.2 34.2 20.0 -7.2
１〜２時間未満 26.8 21.3 28.2 34.4 13.1
２〜３時間未満 8.6 4.7 6.3 16.9 12.2
３〜４時間未満 4.0 1.6 3.9 8.0 6.4
４〜５時間未満 1.5 0.6 0.2 4.2 3.6
５〜６時間未満 0.2 0.0 0.0 0.7 0.7
６時間以上 0.3 0.1 0.5 0.2 0.1
無回答 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0
同
上
３
区
分
時
間
配
分
へ
の
満
⾜
度
平
⽇
１
⽇
の
家
事
・
育
児
・
介
護
時
間
ｎ（件）
15回以上-
10回
未満
(ポイント)計
注 1. 縦の合計が 100%。
注 2. ＊＊＊は 1% 水準で有意（カイ 2乗検定）。
（出所）電機連合「『ライフキャリア』に関するアンケート」より。
表 6　夕食回数別　時間配分への満足度や生活時間
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表 6 夕食回数別 時間配分への満足度や生活時間 
 
（出所）電機連合「『ライフキャリア』に関するアンケート」より。 
 
表 7 夕食回数別 仕事と仕事以外の「けじめ」 
 
注 1．縦の合計が 100％。 
2．「あなたは、ご自身の働き方を振り返ってみて、仕事をするときと仕事をしないときの『けじめ』をうまくつけ
られていると思いますか。」という設問に対する回答結果。 
（出所）電機連合「『ライフキャリア』に関するアンケート」より。 
 
 
 
 
 
 
（単位：％）
計 10回未満 10〜15回
未満
15回以上
1560 685 415 451
100.0 100.0 100.0 100.0
満⾜している 10.8 6.6 11.1 17.3 10.7
どちらかといえば満⾜している 28.1 22.0 29.4 36.6 14.6
どちらともいえない 21.3 21.3 21.4 20.8 -0.5
どちらかといえば不満である 23.8 29.2 23.6 16.4 -12.8
不満である 15.6 20.9 14.5 8.9 -12.0
無回答 0.4 0.0 0.0 0.0 0.0
満⾜している 38.9 28.6 40.5 53.9 25.3
どちらともいえない 21.3 21.3 21.4 20.8 -0.5
不満である 39.4 50.1 38.1 25.3 -24.8
無回答 0.4 0.0 0.0 0.0 0.0
まったく使っていない 10.0 16.4 7.5 2.9 -13.5
30分未満 21.3 28.2 19.3 12.9 -15.3
30分〜１時間未満 26.8 27.2 34.2 20.0 -7.2
１〜２時間未満 26.8 21.3 28.2 34.4 13.1
２〜３時間未満 8.6 4.7 6.3 16.9 12.2
３〜４時間未満 4.0 1.6 3.9 8.0 6.4
４〜５時間未満 1.5 0.6 0.2 4.2 3.6
５〜６時間未満 0.2 0.0 0.0 0.7 0.7
６時間以上 0.3 0.1 0.5 0.2 0.1
無回答 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0
平
⽇
１
⽇
の
家
事
・
育
児
・
介
護
時
間
平
⽇
時
間
配
分
へ
の
満
⾜
度
同
上
３
区
分
計
ｎ（件）
15回以上-
10回
未満
(ポイント)
（単位：％）
計 10回未満 10〜15回
未満
15回以上
1560 685 415 451
100.0 100.0 100.0 100.0
そう思う 21.1 16.1 21.2 29.0 12.9
どちらかといえばそう思う 41.7 41.0 40.2 45.0 4.0
どちらともいえない 16.0 17.4 16.9 12.9 -4.5
どちらかといえばそう思わない 15.7 18.8 17.8 9.3 -9.5
そう思わない 5.1 6.7 3.9 3.8 -2.9
無回答 0.4 0.0 0.0 0.0 0.0
そう思う 62.8 57.1 61.4 74.1 17.0
どちらともいえない 16.0 17.4 16.9 12.9 -4.5
そう思わない 20.8 25.5 21.7 13.1 -12.4
無回答 0.4 0.0 0.0 0.0 0.0
仕
事
と
仕
事
以
外
の
け
じ
め
同
上
３
区
分
計
ｎ（件）
15回以上-
10回
未満
(ポイント)
注 1．縦の合計が 100％。
注 2．「あなたは、ご自身の働き方を振り返ってみて、仕事をするときと仕事をしないときの『けじめ』
をう くつけられていると思いますか。」という設問に対する回答結果。
注 3. ＊＊＊は 1% 水準で有意（カイ 2乗検定）。
（出所）電機連合「『ライフキャリア』に関するアンケート」より。
表 7　夕食回数別　仕事と仕事以外の「けじめ」
おり、「まったく使っていない」も 16.4％みられる。
　また、この調査では、「あなたは、ご自身の働
き方を振り返ってみて、仕事をするときと仕事を
しないときの『けじめ』をうまくつけられている
と思いますか」とたずねている。この回答結果を
夕食回数別にみると、夕食回数が多いほど＜そう
思う＞（「そう思う」＋「どちらかといえばそう
思う」）が高まっている（表7）。具体的には 15回
以上で＜そう思う＞が 74.1％を占め、10回未満
を 17.0ポイント上回っている。
　②休暇取得や働き方の現状
　昨年度における年次有給休暇の取得状況とし
て、まず取得日数をみると、夕食回数 15回以上
では「5～ 9日」（11.3%）が低く、10回未満を 8.1
ポイント下回っている（表 8）。
　年次有給休暇の取得率（昨年度の年休新規付与
日数に占める年休取得日数の割合）は、夕食回数
が多いほうが高くなる傾向がより顕著にみてと
れる。夕食回数 15回以上の年次有給休暇の取得
率を 10回未満と比べると、「25～ 50％未満」が
10.1ポイント低く、「75～ 100％未満」が 9.5ポイ
ント高くなっている。
　普段の 1ヵ月の時間外労働時間、最も忙しかっ
た月の時間外労働時間については、いずれも夕食
回数 15回以上のほうが明らかに短くなっている。
夕食回数 15回以上の普段の 1ヵ月の時間外労働
時間を、10回未満と比べると、「15時間未満」で
は 14.6ポイント上回り、「30～ 45時間未満」で
は 14.8ポイント下回っている。最も忙しかった
月の時間外労働時間も、夕食回数 15回以上が 10
回未満に比べて、「30時間未満」と「30～ 45時
間未満」はいずれも 11.1ポイント高く、「60～
75時間未満」と「75～ 90時間未満」は各 8.8ポ
イント、10.1ポイント低くなっている。
　③勤務先の特徴や本人の属性・評価
　夕食回数 15回以上の勤務先の特徴としては、
10回未満に比べて、①企業規模は「5,000人以上」
（46.3％）が少なく、「300～ 999人以下」（19.7％）
が多いこと、②現在の職種は「営業職」（9.5％）
や「SE 職」（8.2％）が少なく、「製造関連職」（22.0％）
が多いこと、③現在の役職は「係長クラス相当」
（15.1％）が少なく、「一般」（73.8％）が多いこと、
④勤務形態は「裁量労働」（4.7％）が少ないこと、
があげられる（表 9）。
?
?
?
?
?
?
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表8
家族との⼣⾷回数
（単位：％）
計 10回未満 10〜15回
未満
15回以上
1560 685 415 451
100.0 100.0 100.0 100.0
４⽇以下 4.2 5.7 3.6 2.4 -3.3
５〜９⽇ 15.1 19.4 12.3 11.3 -8.1
10〜14⽇ 29.8 30.7 30.1 27.9 -2.8
15〜19⽇ 21.4 17.1 26.7 22.8 5.7
20⽇ 8.7 6.4 8.7 12.2 5.8
21⽇以上 10.4 9.1 10.6 12.4 3.3
無回答 10.4 11.7 8.0 10.9 -0.8
25％未満 4.9 6.3 4.8 2.9 -3.4
25〜50％未満 20.3 24.5 19.5 14.4 -10.1
50〜75％未満 28.3 27.3 31.3 26.8 -0.5
75〜100％未満 22.3 17.8 24.3 27.3 9.5
100% 8.9 7.3 7.2 12.9 5.6
100％超 4.2 4.5 3.9 4.0 -0.5
無回答 11.2 12.3 8.9 11.8 -0.5
なし 3.7 1.9 2.2 8.0 6.1
15時間未満 12.5 8.0 8.9 22.6 14.6
15〜30時間未満 29.6 24.5 35.9 31.5 7.0
30〜45時間未満 36.1 41.9 36.4 27.1 -14.8
45〜60時間未満 8.7 12.6 6.5 4.7 -7.9
60時間以上 4.9 7.6 4.8 1.1 -6.5
無回答 4.6 3.5 5.3 5.1 1.6
30時間未満 12.0 8.0 11.1 19.1 11.1
30〜45時間未満 24.4 18.8 27.5 29.9 11.1
45〜60時間未満 17.2 16.1 21.0 15.5 -0.6
60〜75時間未満 19.3 23.9 16.4 15.1 -8.8
75〜90時間未満 13.6 18.5 11.1 8.4 -10.1
90時間以上 10.3 12.1 10.1 8.0 -4.1
無回答 3.1 2.5 2.9 4.0 1.5
昨
年
度
の
年
休
取
得
率
ｎ（件）
15回以上-
10回
未満
(ポイント)計
普
段
の
１
ヵ
⽉
の
時
間
外
労
働
時
間
最
も
忙
し
か
っ
た
⽉
の
時
間
外
労
働
時
間
昨
年
度
の
年
休
取
得
⽇
数
注 1. 縦の合計が 100％。
注 2. ＊＊＊は 1% 水準で有意（カイ 2乗検定）。
（出所）電機連合「『ライフキャリア』に関するアンケート」より。 
表 8　夕食回数別 年休取得率や労働時間
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③勤務先の特徴や本人の属性・評価 
夕食回数 15 回以上の勤務先の特徴としては、
10 回未満に比べて、①業種は「情報」（11.3％）
が少なく、「部品」（23.1％）が多いこと、②企業
規模は「5,000 人以上」（46.3％）が少なく、「300
～999 人以下」（19.7％）が多いこと、③現在の
職種は「営業職」（9.5％）や「SE 職」（8.2％）
が少なく、「製造関連職」（22.0％）が多いこと、
④現在の役職は「係長クラス相当」（15.1％）が
少なく、「一般」（73.8％）が多いこと、⑤勤務形
態は「裁量労働」（4.7％）が少ないこと、があげ
られる（表 9）。 
本人の属性や居住地についてみると、夕食 15
回以上は 10 回未満に比べて、年齢は「35～39
歳」（28.6％）が少なく、最終学歴は「中高卒」
（29.3％）が多く、「配偶者が働いていない」
（46.8％）がやや少なく、「その他市町村」（30.8％）
に居住している者が多い（表 10）。 
最後に、同期入社者と比べて昇進・昇格が早
いと思うか、社内での評価をたずねた結果をみ
ると、夕食回数15回以上は10回未満に比べて、
＜早いと思う＞（「早いと思う」＋「まあ早いと
思う」、15.3％）が少なく、＜遅いと思う＞（「や
や遅いと思う」＋「遅いと思う」、33.5％）が多
い（表 11）。家族との夕食よりも仕事を優先す
るほうが、現状においては社内で評価が高くな
る実態にあることが示唆されている。 
 
表 9 夕食回数別 勤務先の規模や仕事内容 
 
注．縦の合計が 100％。 
（出所）電機連合「『ライフキャリア』に関するアンケート」より。 
（単位：％）
計 10回未満 10〜15回
未満
15回以上
1560 685 415 451
100.0 100.0 100.0 100.0
２９９⼈以下 4.2 3.1 4.3 5.8 2.7
３００〜９９９⼈以下 15.3 12.3 15.4 19.7 7.4
１０００〜２９９９⼈以下 19.5 21.2 16.9 19.5 -1.7
３０００〜４９９９⼈以下 8.7 8.5 9.2 8.6 0.1
５０００⼈以上 52.2 55.0 54.0 46.3 -8.7
無回答 0.1 0.0 0.2 0.0 0.0
製品組⽴職 5.3 3.9 4.1 8.0 4.1
装置操作職 2.8 1.2 4.8 3.3 2.1
機械・加⼯職 2.4 1.0 3.9 3.1 2.1
監督指導職 2.2 2.5 2.2 2.0 -0.5
製造関連職 15.4 11.8 14.5 22.0 10.2
企画職 8.9 9.6 8.4 8.4 -1.2
⼀般事務職 2.4 2.0 1.7 3.5 1.5
営業職 14.3 18.0 13.5 9.5 -8.5
ＳＥ職 12.7 16.4 11.8 8.2 -8.2
研究職 4.4 3.9 4.3 5.1 1.2
開発・設計職 26.7 27.0 28.7 24.4 -2.6
その他職種 2.5 2.6 2.2 2.4 -0.2
⼀般 62.2 55.2 61.0 73.8 18.6
監督クラス相当 8.4 8.5 9.2 7.3 -1.2
係⻑クラス相当 22.3 27.4 22.2 15.1 -12.3
課⻑クラス相当以上 4.5 6.4 5.1 1.1 -5.3
その他 2.6 2.5 2.7 2.7 0.2
常⽇勤 85.7 85.3 81.9 90.2 4.9
裁量労働 9.6 12.1 10.6 4.7 -7.4
交替・変則勤務 4.5 2.3 7.2 4.9 2.6
その他 0.3 0.3 0.2 0.2 -0.1
勤
務
形
態
企
業
規
模
現
在
の
職
種
現
在
の
役
職
計
ｎ（件）
15回以上-
10回
未満
(ポイント)
注 1. 縦の合計が 100％。
注 2. ＊＊＊は 1% 水準で有意（カイ 2乗検定 。
（出所）電機連合「『ライフキャリア』に関するアンケート」より。 
表 9　夕食回数別　勤務先の規模や仕事内容
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表 10 夕食回数別 本人の属性や居住地 
 
注 1．縦の合計が 100％。 
2．配偶者の就業状態は、同居家族として「配偶者」を選択した者にたずねている。 
（出所）電機連合「『ライフキャリア』に関するアンケート」より。 
 
表 11 夕食回数別 同期入社と比べた昇進・昇格 
 
注．縦の合計が 100％。 
（出所）電機連合「『ライフキャリア』に関するアンケート」より。
（単位：％）
計 10回未満 10〜15回
未満
15回以上
1560 685 415 451
100.0 100.0 100.0 100.0
29歳以下 7.5 5.5 6.7 10.6 5.1
30〜34歳 32.9 32.1 30.1 36.8 4.7
35〜39歳 34.4 37.4 35.9 28.6 -8.8
40〜44歳 17.6 18.5 18.8 15.1 -3.4
45歳以上 7.7 6.4 8.4 8.9 2.5
中⾼卒 22.8 17.8 23.4 29.3 11.5
⾼専・専⾨学校・短⼤卒 8.2 7.2 9.9 8.2 1.0
⼤卒 42.1 46.7 37.3 39.9 -6.8
⼤学院修了 26.9 28.3 29.4 22.4 -5.9
無回答 0.1 0.0 0.0 0.2 0.2
配偶者は働いていない 50.4 53.1 49.9 46.8 -6.3
フルタイム 27.6 26.4 26.3 30.8 4.4
パートタイム 17.3 16.9 19.3 16.4 -0.5
その他 4.3 3.4 4.6 5.1 1.7
無回答 0.3 0.1 0.0 0.9 0.8
東京特別区・関東の政令市 18.8 21.9 15.7 17.1 -4.8
上記以外の関東⼤都市圏 16.5 17.5 15.4 16.4 -1.1
近畿の政令市 5.8 6.0 7.5 4.2 -1.8
上記以外の近畿⼤都市圏 15.2 18.0 14.2 11.5 -6.5
中京の政令市 1.4 1.5 1.4 1.3 -0.2
上記以外の中京⼤都市圏 4.3 5.3 4.1 3.1 -2.2
関東・近畿・中京以外の政令市 8.4 7.9 7.0 10.4 2.5
上記の周辺地域 2.5 1.9 2.7 3.1 1.2
その他市町村 25.0 17.5 31.1 30.8 13.3
無回答 2.1 2.6 1.0 2.0 -0.6
居
住
地
年
齢
最
終
学
歴
ｎ（件）
15回以上
-10回
未満
(ポイント)
配
偶
者
の
就
業
状
態
計
（単位：％）
計 10回未満 10〜15回
未満
15回以上
1560 685 415 451
100.0 100.0 100.0 100.0
早いと思う 4.9 5.5 6.3 2.7 -2.8
まあ早いと思う 17.9 19.4 21.4 12.6 -6.8
どちらともいえない 46.0 46.0 43.9 47.7 1.7
やや遅いと思う 13.1 12.7 11.6 15.1 2.4
遅いと思う 15.7 13.7 15.9 18.4 4.7
同期はいない 2.2 2.6 1.0 2.9 0.3
無回答 0.2 0.0 0.0 0.7 0.7
早いと思う 22.8 25.0 27.7 15.3 -9.7
どちらともいえない 46.0 46.0 43.9 47.7 1.7
遅いと思う 28.8 26.4 27.5 33.5 7.1
同期はいない 2.2 2.6 1.0 2.9 0.3
無回答 0.2 0.0 0.0 0.7 0.7
同
上
４
区
分
同
期
⼊
社
者
と
⽐
べ
た
昇
進
・
昇
格
計
ｎ（件）
15回以上-
10回
未満
(ポイント)
注 1．縦の合計が 100％。
注 2．配偶者の就業状態は、同居家族として「配偶者」を選択した者にたずねている。
注 3. ＊＊＊は 1% 水準、＊＊は 5% 水準で有意（カイ 2乗検定）。
（出所）電機連合「『ライフキャリア』に関するアンケート」より。 
表 10　夕食回数別　本人の属性や居住地
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
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父親の家族との夕食回数
　本人の属性や居住地についてみると、夕食 15
回以上は 10回未満に比べて、年齢は「35～ 39歳」
（28.6％）が少なく、最終学歴は「中高卒」（29.3％）
が多く、「配偶者が働いていない」（46.8％）がや
や少なく、「その他市町村」（30.8％）に居住して
いる者が多い（表 10）。
　最後に、同期入社者と比べて昇進・昇格が早い
と思うか、社内での評価をたずねた結果をみる
と、夕食回数 15回以上は 10回未満に比べて、＜
早いと思う＞（「早いと思う」＋「まあ早いと思
う」、15.3％）が少なく、＜遅いと思う＞（「やや
遅いと思う」＋「遅いと思う」、33.5％）が多い（表
11）。家族との夕食よりも仕事を優先するほうが、
現状においては社内で評価が高くなる実態にある
ことが示唆されている。
３	 家族との夕食回数の規定要因
（1）重回帰分析で明らかにしたいこと
　前述のとおり、父親が未就学児の夕食時間に間
に合うように帰宅するためには、19時前の退社
が分岐点になる。一方、表 2に示したように「19
時～ 20時前」（27.8％）、「20時～ 21時前」（26.5％）
が退社時刻の上位 2位に並び、あわせて過半数を
占める現状を踏まえると、にわかに毎日 19時前
の退社を目指すのは難しいかもしれない。しかし
ながら、せめて週 1回だけでも平日 19時前に退
社できれば、月 15回程度の家族との夕食回数を
確保できる可能性が高まる。たとえば、平日の毎
日 20時前に退社するのではなく、どこか 1日残
業を長めにして 21時前退社とし、そのかわり他
の 1日を 19時前退社とするというようなメリハ
リある働き方ができれば、トータルの労働時間を
変更しなくても、家族と夕食を平日 1回程度共に
することは可能になる。週 1回程度の 19時前退
社であれば、本人の意識を変えるだけでも、ある
程度実現に近づけるのではないだろうか。
　そこで、家族との月当たり夕食回数を被説明変
数とする重回帰分析を行い、仕事の時間と仕事以
外の時間に対する本人の「けじめ」意識が有意な
規定要因たり得るかどうかをみてみたい。
　仕事をするときと仕事をしないときの「けじめ」
表11
家族との⼣⾷回数
（単位：％）
計 10回未満 10〜15回
未満
15回以上
1560 685 415 451
100.0 100.0 100.0 100.0
早いと思う 4.9 5.5 6.3 2.7 -2.8
まあ早いと思う 17.9 19.4 21.4 12.6 -6.8
どちらともいえない 46.0 46.0 43.9 47.7 1.7
やや遅いと思う 13.1 12.7 11.6 15.1 2.4
遅いと思う 15.7 13.7 15.9 18.4 4.7
同期はいない 2.2 2.6 1.0 2.9 0.3
無回答 0.2 0.0 0.0 0.7 0.7
早いと思う 22.8 25.0 27.7 15.3 -9.7
どちらともいえない 46.0 46.0 43.9 47.7 1.7
遅いと思う 28.8 26.4 27.5 33.5 7.1
同期はいない 2.2 2.6 1.0 2.9 0.3
無回答 0.2 0.0 0.0 0.7 0.7
同
期
⼊
社
者
と
⽐
べ
た
昇
進
・
昇
格
同
上
４
区
分
15回以上-
10回
未満
(ポイント)計
ｎ（件）
注 1．縦の合計が 100％。
注 2. ＊＊＊は 1% 水準で有意（カイ 2乗検定）。
（出所）電機連合「『ライフキャリア』に関するアンケート」より。 
表 11　夕食回数別　同期入社と比べた昇進・昇格
?
?
?
?
?
?
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がうまくつけられていることについて、「そう思
う」「どちらかといえばそう思う」を「時間の『け
じめ』ありダミー」、「どちらかといえばそう思わ
ない」「そう思わない」を「時間の『けじめ』な
しダミー」として投入する（「どちらともいえない」
が基準）。
　これ以外の説明変数として、昨年度の年休取得
率、普段の 1ヵ月の時間外労働時間、業種、企業
規模、現在の職種、役職、勤務形態、年齢、最終
学歴、配偶者の就業状態、居住地を投入する。各
変数の記述統計量は表12に示した。
（2）重回帰分析の結果
　重回帰分析の結果を表 13に示した。時間の「け
じめ」ありダミーは、家族との夕食回数に対して
5％水準でプラスに有意となっている。一方、時
間の「けじめ」なしダミーは有意ではない。意識
的に「けじめ」をつけられている者は家族との夕
食回数が多くなるが、「けじめ」をつけられてい
ない者と「どちらともいえない」と回答した者の
夕食回数には大差がないと解釈できよう。つまり、
「けじめ」をつけられていると本人が意識するこ
とが重要となる。
　これ以外に有意になっている説明変数として
は、昨年度の年休取得率（1％水準でプラスに有
意）、普段の 1ヵ月の時間外労働時間（1％水準で
マイナスに有意）、現在の職種の営業職ダミ （ー1％
水準でマイナスに有意）・SE 職ダミー（5％水準
でマイナスに有意）・研究・開発・設計職ダミー
（10％水準でマイナスに有意）、役職の監督・係長
クラス相当ダミー（1％水準でマイナスに有意）、
課長クラス相当以上ダミー（1％水準でマイナス
に有意）、勤務形態の交替・変則勤務ダミー（5％
水準でマイナスに有意）、居住地の周辺地域・そ
の他市町村ダミー（1％水準でプラスに有意）が
あげられる。逆に、業種、企業規模、年齢、配偶
者の就業状態については、いずれも有意になって
いない。
　注目すべき点は、労働時間や年休取得率等を考
慮してもなお、時間に対する本人の「けじめ」意
識がプラスに有意となっていることである。つま
り、本人の意識改革をもって、少なくとも平日１
回程度の 19時前退社、さらには月 15回程度の家
族との夕食を実現に近づけられる可能性は高い。
　昨今の働き方改革は、一律的な退出時間の設定
等企業主導の取り組みが目立つが、働く側本人の
意識改革も非常に重要である。分析結果からは、
本人の「けじめ」意識が夕食回数の増加という一
種の生活改革につながることが示唆されている。
	 	 注
1） 全国 20 歳以上 3,000 人を対象として、2016 年
11 月に訪問調査によって実施された。有効回
収は 1,874 人（有効回収率 62.5％）で、男性
828 人、女性 1,046 人から構成される。
2） 農林水産省（2017）より。
3） 全国 16 歳以上 3,600 人を対象として、2016 年
2 ～ 3 月にかけて実施された。有効回収 2,484
人（有効回収率 69.0％）
4） 村田ひろ子・政木みき（2016）より。
5） 全国の 2001 年 1 月および 7 月の一定期間に出
生した子どもを対象とするパネル調査。第 5 回
は 2005 年と 2006 年に、対象となる子どもが
4 歳 6 ヵ月のタイミングにあわせて実施され
た。第 5 回の対象は 43,559 人で、うち回収数
は 39,809 人（回収率 91.4％）である。
6） 総務省「2016 年社会生活基本調査」で、6 歳未
満の子どもを持つ世帯について、週平均の 1 日
当たりの家事関連時間（家事、介護・看護、育
児、買い物）をみると、夫が１時間 23 分、妻
が 7 時間 34 分となっている。
7） 本稿は松浦民恵（2018）を元に、一部加筆・変
更して執筆したものである。執筆に当たっては、
電機連合に設置された「ライフキャリア研究会」
（主査：佐藤博樹中央大学大学院教授）の皆様
から有益なアドバイスを頂いた。また、「『ライ
フキャリア』に関するアンケート」の分析にお
いては、調査の実施主体である電機連合、調査
の集計・分析を委託された労働調査協議会から
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父親の家族との夕食回数
ご支援頂いた。ここに記して御礼申し上げたい。
もちろん、本章における主張は筆者の見解であ
り、誤りがあればその責はすべて筆者に帰する。
8） 各組合の実在組合員数に応じて、10 名を下限
として配布数が割り当てられている（10 名に
満たない場合は全員分）。管理職については比
較的規模の大きいところを中心に、実在数に応
じて 5 名を下限として配布が依頼された。
9） 前述の、子ども（4 歳児）の夕食時間は 18 時台、
19 時台であわせて 8 割以上を占めるという調
査結果（厚生労働省「第 5 回出生児縦断調査」）
を踏まえると、19 時前の退社、20 時前の帰宅
では少なくとも夕食のスタート時間に間に合っ
ていない懸念が大きいが、ここでは 15 回の夕
食回数の確保をメルクマールとして議論を進め
ることとしたい。
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記述統計
平均値 標準偏差
被説明変数 12.4 7.1
時間の「けじめ」ありダミー 0.6 0.5
時間の「けじめ」なしダミー 0.2 0.4
64.7 27.4
28.0 15.8
重電・家電ダミー 0.3 0.5
⾳響・通信ダミー 0.1 0.3
情報ダミー 0.2 0.4
派遣・請負・その他ダミー 0.2 0.4
999⼈以下ダミー 0.2 0.4
5000⼈以上ダミー 0.5 0.5
ブルーカラーダミー 0.3 0.4
企画職ダミー 0.1 0.3
営業職ダミー 0.1 0.3
SE職ダミー 0.1 0.3
研究・開発・設計職ダミー 0.3 0.5
監督・係⻑クラス相当ダミー 0.3 0.5
課⻑クラス相当以上ダミー 0.0 0.2
裁量労働ダミー 0.1 0.3
交替・変則勤務ダミー 0.0 0.2
36.9 5.2
⾼専・専⾨学校・短⼤卒ダミー 0.1 0.3
⼤卒以上ダミー 0.7 0.5
配偶者フルタイムダミー 0.3 0.4
配偶者パートタイムダミー 0.2 0.4
政令市ダミー 0.4 0.5
周辺地域・その他市町村ダミー 0.3 0.4
家族との⽉当たり⼣⾷回数
説明変数
時間の「けじめ」
※基準：どちらともいえない
昨年度の年休取得率
普段の１ヵ⽉の時間外労働時間
業種
※基準：部品
企業規模
※基準：1000〜4999⼈
現在の職種
※基準：⼀般事務職・その他
職種
役職
※基準：⼀般・その他
勤務形態
※基準：常⽇勤・その他
年齢
最終学歴
※基準：中⾼卒
配偶者の就業状態 ※基準：
働いていない・その他
居住地 ※基準：関東・近
畿・中京の⼤都市圏
注．年齢は記入内容に 0.5歳を足しあげた補正値を使用。
（出所）電機連合「『ライフキャリア』に関するアンケート」より。 
表 12　使用する変数の記述統計量
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父親の家族との夕食回数
係数a
時間の「けじめ」ありダミー 0.08 2.25 0.03 **
時間の「けじめ」なしダミー -0.03 -0.72 0.47
0.10 3.64 0.00 ***
-0.22 -7.84 0.00 ***
重電・家電ダミー -0.05 -1.28 0.20
⾳響・通信ダミー -0.02 -0.48 0.63
情報ダミー -0.05 -1.29 0.20
派遣・請負・その他ダミー 0.00 -0.11 0.91
999⼈以下ダミー 0.05 1.56 0.12
5000⼈以上ダミー 0.01 0.36 0.72
ブルーカラーダミー -0.05 -0.88 0.38
企画職ダミー -0.05 -1.19 0.23
営業職ダミー -0.13 -2.67 0.01 ***
SE職ダミー -0.11 -2.04 0.04 **
研究・開発・設計職ダミー -0.11 -1.80 0.07 *
監督・係⻑クラス相当ダミー -0.11 -3.79 0.00 ***
課⻑クラス相当以上ダミー -0.08 -2.94 0.00 ***
裁量労働ダミー -0.02 -0.64 0.52
交替・変則勤務ダミー -0.06 -2.28 0.02 **
-0.03 -1.12 0.26
⾼専・専⾨学校・短⼤卒ダミー -0.01 -0.34 0.74
⼤卒以上ダミー -0.02 -0.59 0.56
配偶者フルタイムダミー -0.01 -0.35 0.73
配偶者パートタイムダミー -0.04 -1.56 0.12
政令市ダミー 0.02 0.80 0.43
周辺地域・その他市町村ダミー 0.11 3.39 0.00 ***
- 8.20 0.00 ***
0.00 ***8.89
調整済みＲ2乗値 0.14
度数 1296
Ｆ値
年齢
最終学歴
※基準：中⾼卒
配偶者の就業状態 ※基準：働
いていない・その他
居住地 ※基準：関東・近畿・
中京の⼤都市圏
定数
勤務形態
※基準：常⽇勤・その他
標準化
係数
t 値 有意確率
時間の「けじめ」
※基準：どちらともいえない
昨年度の年休取得率
普段の１ヵ⽉の時間外労働時間
業種
※基準：部品
企業規模
※基準：1000〜4999⼈
現在の職種
※基準：⼀般事務職・その他職
種
役職
※基準：⼀般・その他
注 1．年齢は記入内容に 0.5歳を足しあげた補正値を使用。
注 2. ＊＊＊は 1% 水準、＊＊は 5% 水準、＊は 10% 水準で有意。
（出所）電機連合「『ライフキャリア』に関するアンケート」より。 
表 13　重回帰分析の結果
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